























































































































































































































1910 8 26 1 諏訪神社祭典の奉納花火として、奥羽六県煙火共進会を開催 　 　
1912 　 　 明治天皇崩御のため　中止 　 　
1914 　 　 秋田仙北地震による震災ため　中止 　 秋田強首地震
1915 9 1 4 「全国煙火競技大会」と名称を変更　　全国規模の大会をめざす 　 　
1928 9 9 16 二日間にわたり、花火大会を開催　（主催：大曲煙火協会） 　 　
　 　 　 　 NHK秋田放送局　放送開始
1935 　 　 第2次世界大戦のため、終戦まで中止 　 　
1946 8 22 20 花火大会が復活する 　 　
　 　 　 　 旧大曲市　発足
　 　 　 　 旧横手市・大館市　発足
1957 　 31 大会主催が大曲市から大曲市商工会（現・大曲商工会議所）に移る 　 　
　 　 　 秋田空港　開港
1963 8 25 37 通産大臣賞（現・経済産業大臣賞）が創設 7 　
1964 8 23 38 全国初の「創造花火」が正式に競技種目に加わる 10 　
1978 　 52 「昼花火」が競技種目に加わる 　
1979 6 18 53 旧西ドイツ・ボン市で「日独親善大曲の花火」が上がる 　
1983 　 57 デュッセルドルフ市で「日本ウィーク」の一環として大曲の花火が打ち上げられる 10 日本海中部地震
1986 8 25 60 大会提供花火でレーザーと音楽による演出を試みる 　
1987 　 61 ベルリン市750年祭街頭フェスティバルのフィナーレを大曲の花火が飾る 　
1992 8 24 66 大曲市で国際花火デザインシンポジウムが開催される 45 　
1996 　 70 ハンガリー建国1100年祭での花火打ち上げ 50 　
　 　 　 ＮＨＫＢＳハイビジョンでの放映開始 　
　 　 　 科学技術庁長官賞（現・文部科学大臣奨励賞）が夜花火競技に創設 　
1997 8 24 71 57 秋田新幹線開業・
秋田自動車道全通
2000 8 22 74 内閣総理大臣賞を新設 62 　
　 　 　 手動からコンピューターソフトを使用した打上になる 大仙市　発足
　 　 　 横手市・にかほ市　発足
2008 8 29 82 「大仙市花火伝統文化継承プロジェクト」発足 65 　
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表２　花火製造企業の特性
資料：聞き取り調査により作成
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23人従事する企業まで存在するが，比較的少人数
であることがわかる。男女の割合はおおよそ半々
で，男性は主に花火職人として製造工程を担当し，
女性は主に主婦層がパートとしてクラフトペー
パーの貼り付け作業をしている場合が多い。また
花火大会当日には，打ち上げ従事者と称する普段
は農業や民間企業に従事するいわゆる本業に就い
ている人達が協力する体制がとられている。当然，
彼らは事前に研修を受け，各社の名簿に登録し，
花火の打ち上げのサポートをしている。打ち上げ
従事者は会社の規模によって人数が異なり，大会
会場の各自治体におおよそ数十人単位で存在して
いる。
　さて，花火製造企業への入社希望者は少なから
ず存在するが，危険な薬品を取り扱うことから，
信頼できる知人から紹介で採用する以外，特に募
集をかけていないことが多い。花火製造業者は年
間を通して花火製造を行い，繁忙期の７，８月に
は各地への販売や打ち上げを行っている。それに
伴って，基本的に８時～ 17時頃である労働時間
も，大会が重なる繁忙期には残業をすることが多
い。
　原料の仕入れ先は全社とも東京の企業を主流と
し，その他にも愛知県や埼玉県の企業も対象にし
ている。商品の出荷先は会社の規模によって異な
るものの，全国各地に配送されている一方で，従
業員の移動を伴う花火大会での打ち上げは主に東
北地方に集中している。
　花火の製造工程には作業員が分業して製造する
流れ作業と全員が日ごとに同じ作業を行う日割り
作業があり，従業員数が多いほど分業されている
ことが多い。１つの花火玉が完成するまでに要す
る製造期間は３～４週間であるが，手の込んだも
のは３～４ヵ月かかる。
　花火師のつらさは「きつい・汚い・危険」のい
わゆる３Kとされ，日々単純作業の繰り返しや無
事故が常に求められるため細心の注意を払わなけ
ればならない。花火師達はこのつらさを乗り越え
て得られる花火大会での観客の反応や歓声に最高
の生き甲斐を感じるという。花火師達は自身の技
に誇りと希望を抱きながら，それぞれ目標を掲げ
て花火製造に取り組んでいるのである。
Ⅵ．おわりに
　本稿では，著者の演習に所属して学ぶ９名の学
生達が大仙市での地域調査を実施し，その結果を
まとめたものである。同市最大のイベントである
花火大会を支える花火師達に注目し，彼らの業務
内容から花火大会への思いに至までを詳細に調査
した。事前学習として花火産業や大仙市の花火製
造企業の分布を調べ，企業訪問日時の調整，その
調査項目といった内容の検討に時間を割いた。調
査は市役所，商工会議所等への聞き取り，花火製
造企業への聞き取りと工場見学を通して製造工程
や花火産業の成立する要因，さらに大曲花火大会
の歴史や仕組みについて理解を深めた。
　大仙市の花火産業の歴史は古く，江戸期に伝え
られた花火製造が，明治期に入って神社の奉納花
火大会開催へと展開し，以降紆余曲折を経ながら
大きな花火大会へと成長した。ヨーロッパでの花
火大会の開催，NHKによる中継の開始等，知名
度アップのさまざまな成長要因がある中で，全国
花火競技大会の名称からもわかるとおり，花火師
達の技術向上を目指す大会としての位置づけも大
きい。単なる新作の披露にとどまらず，互いの知
恵と技術を競い合う大会が最大の成長要因ではな
かろうか。
　大きな大会を支える地元の花火製造企業は花火
製造と打ち上げを担当する小規模・零細企業であ
るが，長い歴史を代々受け継ぐ現社長のもと秋田
県，東北地方，さらには東日本の多くの花火大
会開催を担っている。一見３Kといわれる産業に
あって，花火師達は花火大会を鑑賞する観客の歓
声と感動を最大の励みとして日々の業務に勤しん
でいるのである。さらに古くから水稲作の盛んな
土地柄であるため花火製造過程で必要な籾殻と糊
は，もち米で作るみじん粉を利用できたことなど，
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花火製造業の成立要因にも恵まれた環境下にあっ
たといえる。
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注
１ ）現地調査は2010年度地域構想学科３年の岩動ゼ
ミに所属する桜田志織，晴山潤一，高橋和輝，稲
妻謙，渋谷友里恵，加藤悠人，千葉加奈絵，齋藤梢，
佐々木歩の９名で実施した。
２）2012年３月現在の住民基本台帳による。
３ ）花火製造企業への聞き取り調査による。秋田魁
新報社（2010）によれば，これより早く仙北地域
で打ち上げ花火が実施されたのは江戸末期といわ
れ，それを期に花火の製造技術が同地方に伝わっ
たとされる。
４）2010年の聞き取り調査時点での価格である。
５）聞き取り調査による。
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